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　Microsoft Windows NT 以降の Windows OSでは，マルチユーザー対応となり，ユーザーアカ
ウントは，複数のユーザーグループに関連付けることができ，ユーザーアカウントまたはアカウ
ントのグループに関連付けることのできるアクセス許可に基づいて，アクセス制御リスト（Access 
Contorl List: ACL）によりリソースに対する権限を許可または拒否できる。ACLは Unixの
Owner・Group・Otherに対する１項目の設定とは対照的に，ユーザーあるいはグループに対す
る複数のエントリが必要なだけ記述可能である。この ACLによるリソースに対するアクセス権















































 Vista Home Edition）である。この場合，ドメインでユーザーとして認証されると PCからは，
安田教育支援システムのための Web経由課題提出 229
Microsoftネットワークの機能を使い，「￥￥サーバー名￥共有フォルダー名」のような汎用命名規


































































































　今回の Web経由課題ファイル提出では，Windows ２００３ サーバー上で動作する IIS ６.０を利用し，




















































































































　FSOは Microsoft Windows の Webサーバーである IISで動作する。FSOは IISに実装されて








































' folder にはフォルダー名を代入　例）　¥¥server¥ 課題提出 ¥kyouin¥excel
' file    にはファイル名を代入     例）　ren２００８０７b-ykitani.xls
Set FSO = Server.CreateObject（"Scripting.FileSystemObject"）
handin = folder & "¥" & file       ' ファイルの完全パスを代入
if FSO.FileExists（handin） then     ‘ ファイルが存在するなら
　　Set kFile = FSO.GetFile（handin）      ' ファイル情報を取得
　　Response.Write "ファイル名 : " & kFile.Name & "<BR>"
　　Response.Write "サイズ　　 : " & kFile.size & " byte<BR>"
　　Response.Write "更新日　　 : " & kFile.DateLastModified & "<BR>"
end if
' 結果例
ファイル名 : ren２００８０７b-ykitani.xls
サイズ　　: １３８２４ byte
更新日　　: ２００８/０７/２９ １９:１４:０９
力を選ばない。また授業ポータルの運用データ（授業開講データ，IPアドレスと教室の対応表等）
と照合することによって，学生の所在情報が記録できるので，初回授業のデータが収集され始め
た瞬間から多少のノイズを含む出席を確認できる。時間の経過によって履修データが整備される
と所在情報が絞りこまれて正確な出席情報になる。
　「データの揃い方が不完全であっても最低限必要な基本的な情報があれば，その時点で表示で
きる範囲で有用な結果を表示する」という指針のもと，ポータルページ e-Logや課題提出を見直
している。授業ポータルの運用データや，サイト固有の学年暦のような情報を整備しておくと，
システムとして見ればデータが不十分でも，使用する立場によってはその時点で揃っているデー
タを利用して有意義な情報を得ることができる場合を多く見出すことができた。
ま　　と　　め
　一つの学期に一回だけ課題提出を行なうような場合には，単純な仕掛けで十分かもしれない。
多数のコマが複数の課題を実施する場合，実施にまつわる手続き，すなわち課題内容・提出要領
の提示，課題の回収・整理，結果の一覧表示のすべての作業を見渡して考えると，ポータルとな
る e-Logと連携して管理する課題提出システムは有用である。授業中に提示された課題を授業時
間内に提出するだけでなく，自宅など学外からファイルをその続きで提出したいという要求があ
る。これに対応できるよう，ドメインの課題提出フォルダーで実現した「アクセス権」と同等の
管理でかつ同じ場所に提出することを Web経由課題ファイル提出でも可能にした。ドメイン，
Web経由のいずれから提出してもファイルの使用感に提出方法による差は感じられない。
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